
 

麻しんは、麻しんウイルスによって起こる感染症です。感染力が非常に強く、免疫を持ってい
ない方が感染すると 90％以上が発症する感染症です。また、空気感染するため、同じ空間に

いるだけで感染することがあります。肺炎・脳炎・腸炎など重篤化し、死亡することもあるため、
注意が必要です。 

麻しんと診断された患者さんと接触があった方については、健康観察に御協力ください。 
 

感染力の強さ  潜伏期間  感染しやすい方 

・インフルエンザの約 10 倍 

・新型コロナウイルス感染症 

の約 5 倍 

・感染から発症まで７～１４日。 

修飾麻しん（※）の場合は 

最大２１日前まで。  
（※）修飾麻しんとは… 

麻しんの免疫が少しある方が感染

した場合に生じる、軽症な麻しん 

・過去に麻しんに罹ったこと 

がなく、ワクチンの２回接 

種歴がない方 

 

症   状 感染可能期間 

①カタル期（２～４日） 

38℃前後の発熱、鼻水、咳、くしゃみ、 

目の充血  
②発疹期（３～４日） 

 高熱（40℃前後）と全身への発疹拡大  
③回復期（７～９日） 

 発疹の消退と解熱  
注：修飾麻しんでは、これらの症状がはっきり 

しないことがあります。 

◆37.5℃以上の発熱又はカタル期症状がある場合 
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【保健所からのお願い】 

① 麻しんワクチンの接種歴（２回）を確認しましょう 

→記憶ではなく、母子手帳等で確実な接種歴を確認してください。 

② 自分自身の健康観察をしましょう 

（健康観察期間 : 患者さんと最後に接触した日の翌日から 21 日間経過するまで） 

   ☑ 体温を測定し、発熱（37.5℃以上）やカタル症状（咳、鼻水、くしゃみ、目の充血）、発疹が 

無いか確認しましょう。 

 

 

 

 

 

 
 
③ 健康観察期間中は、不要不急の外出を控え、外出の際はマスクの着用をお願 

いします。 

麻しん（はしか）の患者さんと接した方へ 

 

※ 症状が現れた場合は、外出を控え、 

最上保健所感染症対策担当（ＴＥＬ０２３３－２９－１２６８） まで、御連絡 

をお願いします。症状をお聞きし、必要時受診の調整を行います。 

※ 急な受診を要し、保健所を通さずに受診が必要な場合は、医療機関に予 

め電話で「麻しんの患者さんと接触があった」ことを伝えた上で、受診 

してください。 

 

 

平成２年４月１日以前に 

生まれた方については、 

２回のワクチン接種歴 

が無い
・ ・

可能性があります。 

令和８年５月作成 



★ 生まれ年で分かるワクチン接種状況 ★ 

 

（※）特例措置：平成 20 年 4 月 1 日から 5 年間の期限で、中学１年生（３期）と高校３年生（４期）相当を対象

に、麻しん・風しん混合（MR）ワクチンの追加接種が定期接種として実施された措置。 

 

＜参考資料＞ 

  

 

 

 

生年月日 定期接種による接種回数 感染リスク 

昭和 47 年 9 月 30 日以前 接種なし 

自然感染によって免疫を十分に持

っている人以外は、感染のリスクあ

り。 

昭和 47 年 10 月 1 日 

～  

平成 2 年 4 月 1 日 

１回接種のみ 

定期接種として１回しか接種してい

ないため、免疫が不十分で感染のリ

スクあり。 

平成 2 年 4 月 2 日 

～  

平成 12 年 4 月 1 日 

１回接種だが、特例措置（※）

で追加接種の機会あり 

特例措置として２回目の接種を受け

ていない場合は、感染のリスクあ

り。 

平成 12 年 4 月 2 日以降 ２回接種 感染のリスクは低い。 

＜お問い合わせ先＞ 

最上保健所 保健企画課 感染症対策担当 TEL 0233-29-1268 

厚生労働省ホームページ 

最新の国内発生状況 

山形県感染症情報センター 


